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処理を行うことによって 2 次の非線形性が発現する o また， この材料は，ポリマー中で室温においても非線形分子が
動き易いという特徴をもっているo この特徴を導波型光波長変換デバイスへ応用するために，まず材料の示す 2 次非
線形光学特性の外部電界依存性を実験により明らかにした。測定では，ポリマー材料 PMMA (ポリメタクリル酸メ
チル)中に色素分子 MNA (2 ーメチルー 4 ーニトロアニリン)を分散した材料 (MNA/PMMA) を用いて，光第
2 高調波発生 (SHG) の外部交流電界に対する応答を観測した。その結果，室温において，非線形色素分子の配向
を外部電界によって制御できることが確認された。
次に，導波型光波長変換デバイスにおいて，非線形分子の配向制御性を利用し，電気的に 2 次非線形光学係数 (d
係数)の分布を制御する新しい位相整合調整法の提案および動作実験を行った。実験では，配向用電極として小セグ
メントに分割した櫛状電極をもち，導波路材料に色素分散型ポリマーとして MNA/PMMA を用いた導波型 SHG デ
バイスを使用した。測定の結果，室温で各電極セグメン卜に印加する電圧の極性を変化させることで，生じる高調波
出力の大きさが調整できることを確認した。この結果から，素子作製後に導波路がもっ d係数の分布を制御すること











の配向制御性について述べている o ここでは， 2 次非線形光学係数 (d 係数)の外部交流電界に対する周波数応答を













印加できる構造になっている o また導波路は色素分散型ポリマーを用いた全高分子型の構造となっているo そして，
各セグメントに印加する電圧極性に対する高調波出力の変化を観測することで，デバイスの動作を実証している o さ
らに，より高い完成度をもっデバイスとして，周期対向型電極と色素分散型ポリマ一光導波路とを一体化したデバイ
スを考案している o
以上のように，本論文は，従来は問題点とされていた色素分散型ポリマー独自の特徴を積極的に利用することで，
新しい同調機構を持つ導波型光波長変換デ、パイスを実現できることを示している o これは，導波型光波長変換デバイ
スおよび色素分散型ポリマーのデバイス応用に関する研究に大きく貢献するものであり，本論文は博士(工学)の学
位論文として価値があるものと認める。
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